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○ はじめに 

学校の主役＝子ども  準主役＆プロデューサー＝先生 

学校は子どものためにあり、子どものよりよい成長のために全職員で組織的、計画的に教育活動を進めていくとこ

ろである。学校は「こどもまんなか」で、ともにつくる学びの場であることが重要である。 

この考え方に立脚し、今年度の学校経営を進めていきたい。 

 

１ 教育の動向から  ～「こどもまんなかで質の高い教育環境」 の実現に向けて～ 

「北九州市こどもまんなか教育プラン」（令和6年8月策定） 

学校では、既存の学校観・授業観にとらわれず、知識伝達型の一斉授業から脱却し、こどもまんなかで、主体性を引

き出して学び合いを進める場を作る、次代に向けた「学びの転換」が必要である。また、働き方改革などの取組による

時間確保とともに、変化を前向きに受け止める姿勢を身に付けることも必要である。教職員同士のつながりを強め 

「一人にしない」チーム学校の推進と、働き甲斐が生み出される職場環境の構築によって、教職員のウェルビーイング

を実現し、変化に対して強靭な学校組織を作り上げる。誰一人取り残すことなく、こどもの意見を踏まえた学校運営  

こそが個別最適であり、 こどもまんなかの学校運営につながる。 

 

 

 

 

 

 

☆学力向上への3つのアプローチ ①「『AI+読書』の強化」②「『体験機会』の強化」③「脱・暗記重視」 

             3つの重点テーマ ①「授業改善」  ②「学力定着」  ③「読書推進」 

２ 本校児童の実態から  

○「聞く・話す・書く・読む」ことの力が伸び、自分で考え、粘り強く学びに向かう姿が見られるようになってきた。 

○タブレット端末の活用に慣れてきており、読書に親しむ子も増えてきている。 

○たてわり活動、集会活動、異学年交流などを通して、互いの良さを認め合う、優しい子が育っている。 

○体育行事や日々の中で、楽しみながら運動しており、全体に運動能力が高く、体力もアップしている。 

○保幼中との連携や防災教育などにより、ともにつくろうと（協働）する力が高まり、たくましく成長してきている。 

 

一方、課題としては、 

◆「授業で、課題解決に向け、自分で考え、自分から取り組んだ。（指標80％以上目標）」に対し、肯定的な回答が80％。 

  ※ 授業改善は年々進んでいるが、定着が不十分  学習習慣（家庭学習できる力）の向上が課題 

◆「学校に行くのが楽しい（指標85％以上目標）に対し、肯定的な回答が86％であった。［まだ否定的な回答の児童がいる］ 

⇒ もっと 自分で考え、自分から取り組んでほしい、学校に行くのが楽しみであってほしい・・・藤木小の願い ！ 

ミッション1   全てのこどもにとって「居心地のよい学校」をつくる 

ミッション2   こどもが失敗を恐れず挑戦し、志と人間力を高められる環境をつくる 

ミッション3   誰一人取り残さない学びと、未来を見据えた先端的な学びを進める 

ミッション4   自律的で特色ある学校づくりを進め、教職員のウェルビーイングを高める 

ミッション5   地域とのつながりの中で、社会全体でこどもを見守り支え、育てる 

 



３ 学校教育目標とめざす児童像   

 

 

 

自立・・・自分で考えたよ 自分でやってみるよ    自分で 自分たちで よりよい未来を創り出していく  

「解決（力）」 と 「創造（力）」 

4 めざす学校像   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 めざす教職員像 

 

 

 

自ら考え 心豊かで 自立する子どもの育成 

・  自ら学ぶ子ども       （まなび）   

・  思いやりのある子ども  （やさしさ） 

・  たくましい子ども      （たくましく） 

ともにつくる 活気ある楽しい学校 

 

あいことば 笑顔で 明るく 元気よく ともにつくろう 

居心地のよい 通うのが楽しくなる学校 子どもが主人公の学校 

地域とともにある 信頼される学校 学び続ける 働きやすい学校 

 = ＝ = ＝ 
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・信頼し合い、励まし合えるような人間関係や

集団づくりに努める 

・全ての子どもにとって居心地のよい支持的

な風土に支えられた学校を目指す 

・安全と安心の学校 （心理的安全性をつくる） 

・子どもが自分で決められるように授業や

行事の在り方を工夫し、活躍の場と認める

場をつくる 

・振り返りを重視し、価値（ねうち）を感じる

ことができるようにする〈深い学びの実現〉 

・「子ども主語」の主体的な学びをデザイン 

 

・学校と地域が相互に交流し合うことができる

地域とともにある学校づくりに努める 

・ 「生活科・総合的な学習の時間」等を中心に

地域の方とのかかわりを大切にする活動を通

してシビックプライドの醸成を図る 

※「小中一貫教育モデル校」「防災・減災推進校」 

・子どもの話題や良さが飛び交う職員室に 

・一人一人の子どもの可能性を引き出す 

「学び合う チーム藤木」 を ともにつくる 

・ボトムアップで業務改善を進め、教育環境の

充実を図る  〈クリア・シェア・オープンで〉 

☆子どもと教職員のウェルビーイングを高める 

○ 愛情と情熱 あふれる 教職員  

○ 子どもと明るく接し、温かい言葉をかけ、思い・願いを大切にする教職員 

○ 日々の学びを大切に、一人一人の子どもの可能性を引き出す教職員 

○ 子どもと遊び、働き、ともに汗する教職員 

○ 子どもを信じて、任せて、見守り、支援する「自己決定」を促す教職員 

○ 自己を見つめ、新たなことにチャレンジし、学び続ける教職員 



6 経営の重点と具体的な方策 

【「自ら学ぶ子ども」の育成 ［まなび］】 
○学ぶ楽しさが実感できる授業の創造 ～「子ども主語」の 主体的な学びをデザイン～ 1年間に1000単位時間以上の授業  

  ・ 「？（はてな） と ！（びっくり）」のある授業          

    ・ 「問いとプロセスを重視しながら、主体的に問題解決する力を育てる」ことを目指す授業改善を推進 

    ・ 子どもが任される（「自ら学び・ともに学ぶ」ことのできる）時間の確保   自由度 を上げる 

     ⇒  「もっと○○したい、みんなで○○しようよ」 を引き出す  ＜学びの転換＞ 

    ・ 学びをくらしとつなげ、価値が実感できる深い学び ⇔ 学習習慣（家庭学習）の定着を図る ［自主学習］ 

  ○研究主題「子どもが主体的・対話的に学び『数学的な見方・考え方』を高める算数科授業の創造」の研究

基盤に立ち、他教科においても 幅広く「？（はてな） と ！（びっくり）」のある授業」を究明し、授業の質の向上

と指導力を高めることで学力の向上を図る 

  ○ICT活用の推進 （授業での活用と家庭学習での活用 段階的に）  ※デジタルもアナログも 

   ⇒  教科の見方・考え方を引き出す支援、端末活用（ＡＩ型アプリ活用）、学びが停滞している子への支援により、

個別最適な学びと協働的な学びを一体的に進め、授業スタイルのスタンダード化を図る    

  ○読書活動の推進 適切な自己表現力を高める教育機会の確保  「学校まるこど図書館」の実現 

 ⇒  チャレンジタイムの計画的な実施、 「音読発表会」と関連付ける 

 

【「思いやりのある子ども」の育成 ［やさしさ］】  
○自主的、実践的な活動を充実し、楽しい学校や学級生活を創造する 特別活動の推進 

   ・異学年交流の効果的実施（縦割り活動等）、帰りの会等での「友達のよいところ見つけ」、子どもの言葉（思い）

を集める「ともにつくろう あのねレター」の継続 （校長室前に用紙とボックスを用意、子どもが投稿 ［R7 計731枚］）  

○積極的で組織的な 生徒指導、特別支援教育を推進  ⇒ 多様性を包括 

  ・生徒指導部会やケース会議等を通じて情報の共有化、共通理解  迅速で誠意ある初期対応と組織的な対応を徹底 

○温かで豊かな心の育ち、自他ともに尊重し合う 人権教育の推進 

・一人一人のよさを認め、高めるなど個に応じた指導に努める。違いを認め合える人間関係づくり 人権感覚を磨く 

 

【「たくましい子ども」の育成 ［たくましく］】 
○自他の生命、体を大切にする 健康安全教育の徹底 

   ・体育科授業の充実を通して、運動する楽しみを味わわせ、運動する習慣が身に付くようにする。 

   ・養護教諭、栄養教諭との連携を図り、専門性を生かした学習などを工夫し、基本的な生活習慣の形成を図る。 

○社会性を高める活動の充実 

   ・清掃することの意義や目的を自覚化 古いけれどもいきとどき美しく整えられた状態をつくり出す努力をする。 

  ○地域の中でたくましく生きる子どもの育成 

   ・「小中一貫教育モデル校」（「石峯中学校区 ９年間の活動プラン」実践 ４部会［「防災・減災」「読書推進」「学

力向上］「不登校対策」 ）、「防災・減災推進校」として、地域の中で子どもに力をつける。シビックプライドの醸成 

☆学校の 自律性 と 子どもと教職員の ウェルビーイング を高める☆   

                                                 

 

「学び合う チーム藤木」を ともにつくる ＜クリア・シェア・オープン＞ で 



＜人材育成＞  
・ 自校の課題（ICT の活用、個別最適な学びと協働的な学び、いじめ・不登校対策、特別支援教育の推進、働き方

改革等）を、学調結果やアンケート等で情報収集し、整理・分析を行い、改善がどの段階か、重点ポイントは何かを

協議し、クリアにしてＰＤＣＡに位置付けて学校改善を図る。  ［データをもとに、4部会でアイデアを出しながら］ 

⇒ スクールプラン を全教職員が意識し、ボトムアップで 

 

・ 若年教員の指導力向上について個々の強みや特性等を見極めながら課題を自己決定できるように導く。 

ミドルリーダーにはメンター制や若年研を通して学校運営、分掌の中で得意なことを生かし若年教員に関わる。

「持ち合い授業」「学年での合同学習」等を推進し、日々の実践においても課題を学年会でシェアし、チームで課

題の克服を図る。 ［インプットだけでなく、アウトプットしながら、学びをより確かにし、さらに広げる］ 

 ⇒ 学び合う教職員集団 を目指す 

 

・ お互いが「聞いて、助け、任せて、見守る」支援で職場の心理的安全性をつくる。育成指標や教員研修プラットフォ

ームを活用し、体系的に学ぶ。また、地域とともにつくる学校づくり(オープン)を目指し、学校の中だけにとどまら

ず、中学校区、地域、保護者とのかかわりや主体的な研修等を大切にして、自校での学びと地域社会から学んだ

こと、研修等とをつなぐことで、人材の育成を図る。 ［「？→！」スタイルで 新しい世界の扉を次々と開こう］ 

⇒ 視野を広げる 習慣を  

 

＜業務改善・働き方改革＞ 
  ・ 業務分担の見直し、会議と学級事務、教材研究等の時間の確保、在校時間を意識した働き方、定時退校日、  

ワークライフバランス 等  ※何が大事かをクリアにして、やめることを決める。 

 

＜危機管理＞  
  ・ 危機管理の「さ・し・す・せ・そ」の実践  一人一人の教職員が高い危機管理意識をもつ 綱紀粛正 

  ・ 長欠、不登校対策   ・児童の出欠の確認   下校時刻を守る、確認を確実に 

  ・ 生徒指導、けが等の「報告、連絡、相談・結果の共有、記録、一つ上の対応 (首から上は受診)」必ず保護者へ連絡 

  ・ 不祥事撲滅 (個人情報漏洩、体罰、不適切な言動、飲酒運転、セクハラ・パワハラ、USB、携帯電話を教室に持ち込まない 等) 

・ 教育課程の進行管理 

 

○ おわりに 

◆ 合言葉「笑顔で明るく元気よく ともにつくろう」で！ 明るい職場（ニコニコ）は活力の源。 

◆ 学ぶことに謙虚であろう！ 子どもと"チャレンジ"を面白がり、向上する喜び、真の幸せを。 

◆ 多様な考えを取り入れ、協力し、調和のある美しさを！ オーケストラのように響き合って。 

◆ 教職員も一人間、一社会人！ 基本的なことを大切にして、信頼される仕事をしよう。 

◆ アンテナを高く、おやっと思ったら、声に出そう！ 苦しい時、一歩引いて、ヘルプを出す。 

      

 チームの力を信じる 


